
一

専
攻
学
科
目　

有
機
化
学
・
錯
体
化
学

生　

年　

月　

昭
和
三
二
年　

九
月

略　
　
　

歴　

昭
和
五
五
年　

三
月 
千
葉
大
学
工
学
部
合
成
化
学
科
卒
業

同　

五
七
年　

三
月 
千
葉
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同　

五
七
年　

四
月 

相
模
中
央
研
究
所
研
究
員

同　

六
二
年　

六
月 

工
学
博
士

同　

六
三
年　

八
月 

千
葉
大
学
工
学
部
助
手

平
成　

三
年　

四
月 

千
葉
大
学
工
学
部
講
師

同　
　

六
年　

六
月 

千
葉
大
学
工
学
部
助
教
授

同　
　

九
年　

六
月 

分
子
科
学
研
究
所
錯
体
化
学
実
験
施
設
助
教
授

同　

一
一
年　

四
月 

名
古
屋
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授

同　

一
四
年　

四
月 

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同　

三
〇
年　

四
月 

分
子
科
学
研
究
所
卓
越
教
授
（
兼
任
、
現
在
に
至
る
）

同　

三
〇
年　

七
月 

千
葉
大
学
特
別
栄
誉
教
授

同　

三
一
年　

三
月 

東
京
大
学
卓
越
教
授
（
現
在
に
至
る
）

第
一
〇
九
回
日
本
学
士
院
受
賞
者
略
歴

恩

賜

賞

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者　
　

藤ふ
じ　

田た　
　
　

誠ま
こ
と　
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工
学
博
士
藤
田　

誠
氏
の
「
結
晶
ス
ポ
ン
ジ
法

│
Ｘ
線
構
造
解
析
の
革
新
と
分
子
科
学
技
術
へ

の
展
開
│
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

　

分
子
構
造
を
正
確
に
知
る
こ
と
は
、
分
子
が
関
与
す
る
あ
ら
ゆ
る
自
然
科
学

研
究
に
お
け
る
最
重
要
か
つ
不
可
欠
な
基
本
工
程
で
あ
る
。
歴
史
が
証
明
す
る

と
お
り
、
新
し
い
分
子
構
造
解
析
技
術
の
登
場
は
過
去
に
数
々
の
自
然
科
学
研

究
の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
を
も
た
ら
し
た
。

　

数
多
あ
る
分
子
構
造
解
析
法
の
な
か
で
、
最
も
信
頼
性
の
高
い
の
は
、
分
子

の
三
次
元
構
造
を
直
接
情
報
と
し
て
与
え
て
く
れ
る
単
結
晶
Ｘ
線
構
造
解
析
法

で
あ
る
。
一
九
一
三
年
の
ラ
ウ
エ
に
よ
る
Ｘ
線
回
折
現
象
の
発
見
か
ら
一
〇
〇

年
以
上
の
時
を
経
て
、
Ｘ
線
構
造
解
析
は
、
装
置
の
性
能
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

よ
る
解
析
速
度
の
劇
的
な
向
上
に
伴
い
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
、
今
日
で
は
最

も
確
実
な
分
子
構
造
解
析
手
法
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
科
学
に

果
た
す
役
割
の
大
き
さ
は
、
過
去
に
一
〇
名
以
上
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
を
生

み
出
し
た
こ
と
か
ら
も
容
易
に
計
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
Ｘ
線
構

造
解
析
に
は
「
試
料
の
結
晶
化
」
と
い
う
測
定
技
術
上
の
不
可
欠
条
件
が
あ
り
、

こ
の
「
結
晶
化
の
壁
」
が
長
年
研
究
者
を
悩
ま
せ
続
け
て
き
た
。
小
分
子
か
ら

タ
ン
パ
ク
質
に
至
る
ま
で
、
単
結
晶
を
作
成
す
る
と
い
う
作
業
は
試
行
錯
誤
の

繰
り
返
し
で
あ
り
、
い
わ
ば
運
任
せ
で
最
適
な
結
晶
化
条
件
を
探
し
出
す
し
か

な
い
と
も
言
え
る
。
こ
の
結
晶
化
の
壁
は
、
Ｘ
線
結
晶
構
造
解
析
の
「
一
〇
〇

年
問
題
」
と
言
え
る
ほ
ど
の
難
題
で
あ
っ
た
。

　

藤
田　

誠
氏
は
、
二
〇
一
三
年
に
結
晶
ス
ポ
ン
ジ
法
（C

rystalline Sponge 

m
ethod: 

以
下
、
Ｃ
Ｓ
法
と
い
う
）
と
呼
ば
れ
る
「
結
晶
化
を
必
要
と
し
な
い

Ｘ
線
構
造
解
析
手
法
」
を
創
出
し
た
。
Ｃ
Ｓ
法
は
、
結
晶
ス
ポ
ン
ジ
、
す
な
わ

ち
細
孔
性
の
金
属
錯
体
単
結
晶
に
、
対
象
試
料
を
溶
液
状
態
か
ら
吸
蔵
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
錯
体
の
細
孔
を
鋳
型
と
し
て
吸
蔵
さ
れ
た
試
料
化
合
物
の
周

期
配
列
を
作
り
出
す
手
法
で
あ
り
、
結
晶
化
の
工
程
を
経
る
こ
と
な
く
Ｘ
線
回

折
を
測
定
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
得
ら
れ
た
回
折
デ
ー
タ
の
解
析
に
よ

り
、
も
と
も
と
周
期
配
列
を
有
す
る
ホ
ス
ト
骨
格
に
加
え
て
、
吸
蔵
に
よ
り
あ

と
か
ら
周
期
配
列
が
つ
く
り
出
さ
れ
た
試
料
化
合
物
の
構
造
が
浮
か
び
上
が

る
。
こ
の
「
あ
ら
か
じ
め
周
期
配
列
し
た
空
間
に
試
料
を
流
し
込
む
」
と
い
う

原
理
で
、
Ｘ
線
構
造
解
析
の
一
〇
〇
年
問
題
が
解
決
さ
れ
た
。

　

藤
田
氏
が
開
発
し
た
Ｃ
Ｓ
法
は
驚
く
べ
き
汎
用
性
を
有
し
、
発
表
の
一－

二

年
後
に
は
、
様
々
な
科
学
技
術
研
究
の
現
場
で
威
力
を
発
揮
し
は
じ
め
た
。
分

子
構
造
解
析
を
日
常
的
に
必
要
と
す
る
有
機
合
成
化
学
分
野
に
お
い
て
は
、
核

磁
気
共
鳴
（
Ｎ
Ｍ
Ｒ
）
手
法
で
は
決
ま
ら
な
い
反
応
生
成
物
の
構
造
や
立
体
化

学
が
Ｃ
Ｓ
法
に
よ
り
速
や
か
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
Ｃ
Ｓ
法
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に
よ
る
キ
ラ
ル
有
機
化
合
物
の
絶
対
配
置
決
定
の
容
易
さ
は
、
不
斉
合
成
研
究

に
お
け
る
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
を
解
消
し
た
。

　

Ｃ
Ｓ
法
で
は
、
一
μm
角
程
度
の
微
小
な
結
晶
ス
ポ
ン
ジ
一
粒
を
用
い
て
回
折

実
験
を
行
え
る
た
め
、
測
定
に
必
要
な
試
料
の
量
を
ナ
ノ
か
ら
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ

ム
オ
ー
ダ
ー
に
大
幅
に
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
特
徴
は
、
自
然
界
か
ら

微
少
量
単
離
さ
れ
る
成
分
の
構
造
決
定
を
行
う
天
然
物
化
学
分
野
に
お
い
て
大

き
く
発
揮
さ
れ
る
。
す
で
に
、
短
期
間
で
三
〇
件
を
超
え
る
天
然
化
合
物
の
構

造
決
定
が
な
さ
れ
、
新
規
の
天
然
化
合
物
の
同
定
の
み
な
ら
ず
、
過
去
の
構
造

決
定
の
誤
り
を
相
当
数
指
摘
し
、
こ
れ
ら
を
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

天
然
資
源
に
含
ま
れ
る
多
数
成
分
の
混
合
物
か
ら
Ｃ
Ｓ
結
晶
と
の
親
和
性
を
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
天
然
物
の
単
離
構
造
決
定
の
ワ
ー
ク
フ

ロ
ー
を
実
験
ス
ケ
ー
ル
で
二
桁
、
実
験
期
間
で
一
桁
以
上
効
率
化
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
同
氏
の
新
し
い
Ｘ
線
解
析
手
法
に
対
し
て
、
産
業
界
も
大
き
な

期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
製
薬
企
業
に
お
い
て
は
、
新
薬
の
開
発
過
程
で
微
量
活

性
成
分
の
特
定
や
微
量
代
謝
物
の
構
造
決
定
、
さ
ら
に
は
品
質
管
理
の
た
め
の

不
純
物
の
解
析
が
常
時
必
要
で
あ
り
、
微
量
化
合
物
の
迅
速
な
構
造
解
析
手
法

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
食
品
、
飲
料
、
香
料
、
化
学
等
の
業
界
も

同
様
の
ニ
ー
ズ
を
抱
え
て
い
た
。

　

わ
が
国
は
、
こ
れ
ら
の
社
会
か
ら
の
強
い
要
請
を
背
景
に
、
ま
た
多
様
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
目
指
し
て
、
Ｃ
Ｓ
法
技
術
の
発
展
を
支
援
し
て
い
る
。

実
際
、
同
氏
の
研
究
計
画
が
大
型
研
究
事
業(JST-A

C
C

EL)

に
採
択
さ
れ
、

実
用
化
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
急
速
に
産
業
界
活
用
の
機
運
が

生
ま
れ
、
Ｃ
Ｓ
法
発
展
研
究
の
場
を
提
供
す
る
東
京
大
学
社
会
連
携
講
座
の
設

立
や
、
文
科
省
ナ
ノ
テ
ク
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
Ｃ
Ｓ
法
技
術
移
転
が
実
現

し
た
。

　

Ｃ
Ｓ
法
は
真
に
革
新
的
な
応
用
技
術
で
あ
る
と
し
て
過
言
で
は
な
く
、
分
子

が
関
与
す
る
す
べ
て
の
自
然
科
学
研
究
の
「
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
」
の
可
能
性
を

秘
め
る
。
着
想
か
ら
わ
ず
か
五
年
、
Ｃ
Ｓ
法
は
着
実
に
「
後
生
に
残
る
技
術
」

と
し
て
成
長
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
誕
生
の
背
景
に
は
、
同
氏
が
過
去
四

半
世
紀
か
け
て
積
み
上
げ
た
「
配
位
結
合
駆
動
の
自
己
組
織
化
物
質
創
製
」
の

基
礎
的
な
研
究
基
盤
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
九
〇
年
代
に
遡
る
同
氏
の
自

己
組
織
化
に
配
位
結
合
を
初
め
て
活
用
し
た
先
駆
的
な
初
期
研
究
の
意
義
を
指

す
。
こ
の
画
期
的
な
自
己
組
織
化
手
法
の
発
見
が
、
そ
の
後
の
多
才
な
継
続
的

研
究
を
通
し
て
、
機
能
物
質
構
築
学
へ
、
さ
ら
に
は
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
物
質
群
の

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
創
出
法
へ
と
飛
躍
し
、
近
年
の
物
質
科
学
全
体
の
進
展
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。 

　

こ
の
よ
う
な
時
代
を
牽
引
す
る
卓
越
し
た
業
績
は
、
国
内
の
み
な
ら
ず
国
際

的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
、
多
数
の
顕
彰
を
受
け
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
も
の
と

し
て
、
江
崎
玲
於
奈
賞
（
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
へ
の
貢
献
、
平
成
二
二
年
）、
紫
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綬
褒
章
（
平
成
二
六
年
）、ISN

SC
E N

anoscience Prize

（
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス

へ
の
貢
献
、
平
成
二
六
年
）、
内
藤
記
念
科
学
振
興
賞
（
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

へ
の
貢
献
、
平
成
二
八
年
）、
さ
ら
に
は
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ウ
ル
フ
財
団
の
ウ
ル

フ
賞
（
化
学
部
門
、
平
成
三
〇
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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